












学校検尿が制度化されて 10 年を経過し,その評価も定着しては来たものの,また新たな問

題点に直面して来ている。例えば早期発見された多数例の中に進行悪化を示す症例が少か

らず含まれており，結局はなすすべもないまま末期腎不全至ってしまっている例も経験さ

れているからである。 

此度の厚生省班研究においては,小児期腎疾患,特に慢性に経過する病態を有する患児の管

理と治療の在り方を適正化する目的で,日本全国 20 施設による共同研究を計画し,まず 58

年度はその第一歩として,retrospective な検討を行った。 

本研究班では,慢性に経過する腎疾患として,特に小児期の特殊性を考え,対象疾患を(1)膜

性増殖性腎炎,(2)IgA 腎症,(3)巣状糸球体硬化症,(4)紫斑病性腎炎の 4 つとして,(1)につ

いては,都立清瀬小児病院，小児内科の伊藤拓先生に,(2)については,神戸大学小児科の吉

川徳茂先生に,(3)については,近畿大学小児科の牧 淳先生に,(4)については北里大学小児

科の河西紀昭先生にグル－プのリーダーとして各々検討事項のとりまとめをお願いした。(

グループ別協力研究者,施設名は別表 1,2 の通りである) 


